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香川県における酒米品種の 栽培お よび育種に関する基礎研究

　　　　　　　第 1報　生育， 収量 お よび品質の 品種間差異 ＊
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　酒造用原料米は ， その製造工 程に よ っ て麹米，酒母米 ， 掛米に分けられ るが ，
こ れ らはそ れぞれ に

要求 される特性が異なるため，使用 される品種は違 うこ とが多い 。す なわち，主に娩米と酒母米に使

われ る もの が一般 に酒米 と称 され，掛米 には普通米が使用 されて い る
10）

。 こ の ため酒造用原料米 と

して は，異な る特性を備えた幾つ か の 品種が必要とされ る 。

　 とこ ろで ，香川県で は近年 の 消費者の 高級酒志向を背景 に，新 しい 酒造用原料米の 導入が考えられ

て い る 。 また，酒造適性にす ぐれた本県独 自の新品種 に対する要望 も強い 。 こ うした中で
， 主に掛米

として使用 されて い るオオ セ トか ら短稈短粒 の突然変異系統が作出された 。 しか し， 本県における酒

造用原料米 につ い て の 研究 は少な く，
上述 の 突然変異系統 の 栽培特性 に つ い て もまだ十分解明され て

い ない
。 したが っ て，今後本県に お い て良質の 酒造用原料米を安定的に生産 して い くためには，まず

基礎的知見の集積 をはかる必要が ある。

　本研究は，こ うした観点から数種の 酒造用原料米品種 を供試 し， その 安定確収の ため の 栽培法を究

明する とともに，今後の 育種的利用 をはか る 目的で 実施 した 。 本報で は，生育 ， 収量お よび品質の 品

種問差異を調査 し， 香川県にお ける栽培特性 を明 らか に しようと試みた 。

材料および方法

　試験は，1993年に香川大学学内圃場にお い て兵庫北錦 ， 灘錦 ， 六甲錦 ， 山田錦 ， オオセ トお よび オ

オ セ トに ガ ン マ
ー線 を照射 して得 られた突然変異系統 （以 下，オオ セ トM ）の 6 品種系統 （以下 ，品

種）を供試 して行 っ た 。 28日間箱育苗 した苗を 6 月11日に栽植密度 30cm× 15cm （22．2株／  ）， 1株 2

本で本田 に手植え した。 肥料は N
，
P

，
K を各8．5kg／10　a とし， 全量基肥で 与えた 。

　移植後 3 週間 目，
6週 間 目， 各品種の 穂揃期お よび成熟期 に草丈 （成熟期は稈長＋穂長），分げつ

数 を10株 ごとに調査する とと もに
， その 中よ り生体重中庸 な 6 株 を選び部位別 （葉，稈 ＋葉鞘，根 ，

穂）に分け ，
80℃で 48時間乾燥後，乾物重 を秤量 した 。

　成熟期 に40株ずつ を 2 反復で刈取 り，収量調査 を行 っ た 。 収量 は粒厚1．8mm以上 の精玄米重 とし，

＊　大要 は
， 第30回講演会 （平成 5年 11月）に お い て発表 。
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1000粒重は精玄米に つ い て調査 した。穂数は収量調査 に供 した全株につ き， 1穂籾数は生育中庸な 3

株の全穂につ き計数 した 。 登熟歩合は比重 1．06の塩水選に よ っ て求め た 。   当り総籾数は平均 1株穂

数，平均 1穂籾数お よび栽植密度に よ り算出した 。

　 また，各品種の 止葉期，穂揃期 および成熟期に葉緑素計 SPAD −502型 （ミノ ル タ社製）を用 い て ，

10株の最上位展開葉の 葉色 を測定した。 品質に関する形質として玄米の蛋 白質含有率と心白米を調査

した
。 蛋白質含有率は イ ン フ ラライザ

ー260干渉フ ィ ル タ
ー型 （ブ ラ ン ル ーベ 社製）に よ り測定した 。

心 白米は500粒を対 象に，心白の 大 きさに よ り大，中，小，無の 4段階に分けてそ れぞ れの発生数 を

調査 し，
これ を基 に次式 に よ り心 白粒発現率と心 白率を計算 した 。

　　　心白粒発現率（％）：1＝（心白発現粒数／調査粒数）× 100

　　　心白率 （％）＝ ｛（5 ×大十 4 × 中十 2 ×小）／5nl × 100

　　　n ：調査粒数 ， 大 ・中 ・小 ：心 白の 大 きさ別粒数 。

　なお
， 蛋 白質含有率は栽培法に よ る 違い をみ る た め に

， 香川大学学内圃場 （以 下，学内区）の 他に，

高松市川部町の農家圃場に標準肥量区 （N ：11．Okg／10a，標肥区），多肥 量区 （N ：17．3kg／10a，多

肥区）お よ び有機 質肥料区 （N ：17，3kg／10a を有機質肥料主体に供与，有機肥 区）の 3処理 区を設

けて 比較 した 。 以上の 品質調査は 2 反復で実施 した。

結　　果

1 ．生育経過

　穂揃期は兵庫北錦が 8 月 16日で最 も早 く，次 い で灘錦が 8 月 21日，オオセ トが 8月 24日，オオセ ト

M お よび六甲錦が 8 月27臼で
， 山田錦が 9 月 2 日で最 も晩か っ た 。
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　　　　第 2 図 部 位 別 乾 物 重 の 推 移

R ：根　　D ：枯 死部　　 S ：茎　　 L ：葉　　E ：穂

　第 1 図は
， 移植後の 草丈お よび 1株当り茎数

の 推移 を示 したもの で ある 。 草丈は，い ずれ の

品種 も移植後 3週問目か ら穂揃期にかけて直線

的 に 増 加 した 。 穂 揃期 の 草 丈は，山 田錦 の

120．7cmが もっ と高 く，
オ オセ トM の 90．3cmが

最 も低か っ た 。 オ オ セ トはオオ セ トM に次い で

低 く96．5cmで あ っ た 。 成熟期の 稈長＋穂長の順

位 は穂揃期の 草丈 と
一

致 した 。 1株当 り茎数は，

い ずれ の 品種 も移植後 6 週間目に最高とな り，

灘錦の 20．5本が最 も多く，兵庫北錦の 14．1本が

最 も少なか っ た。 茎数は い ずれ の 品種もそ の 後

減少 し， 有効茎歩合 は灘錦の 58．5％が最 も低 く，

兵庫北錦の 73．0％が最 も高か っ た。

　第 2 図は
， 移植後の   当 り部位別乾物重の 推

移を示 したもの で ある 。 全乾物重は，移植後 3
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週間目か ら穂揃期にかけて直線的に増加 したが ， その後 は鈍化する傾向にあ っ た 。 しか し， 灘錦 と兵

庫北錦の 乾物重は，穂揃期後もほ とん ど停滞せずに 増加 した 。 部位別にみ ると
，

ほ と ん どの 品種で穂

揃期後に 茎葉重が 減少し，特に 六 甲錦 と山田 錦は こ の 傾向が強か っ た。これに対 して灘錦 と兵庫北錦
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は穂揃期後の 茎葉重の減少量が小 さか っ た。

　第 3 図は，止 葉期 ， 穂揃期お よび成熟期の 葉色 （SPAD 値）を示 した もの で ある 。 葉色 はい ずれの

品種 も止葉期か ら穂揃期に か けて 高 くな り，そ の 後低下 した 。 穂揃期か ら成熟期にかけて の 葉色の 低

下 は，六 甲錦とオ オセ トが他に比 べ て急で あっ たが，灘i錦の葉色 は成熟期 も穂揃期 とほ とん ど変わ ら

なか っ た 。 兵庫北錦の 成熟期 の葉色 は灘錦 に次 い で高か っ た 。

2．収量お よび収量構成要素

　第 1表に各品種の収量お よび収量構成要素を示 した。  当 り穂数はオ オセ トM の 275本が最 も多 く，

オ オ セ トと山田錦が これ に次 ぎ，兵庫北錦の 229本が最 も少なか っ た 。 1穂籾数は灘錦が 91．8粒で 特

に多か っ た他は，70− 79粒で 大 差が なか っ た 。   当 り総籾数 は灘錦が 24456粒で 最 も多 く， 山田錦 ，

オ オセ トM お よび オオセ トは20000粒前後で あ っ た。六甲錦と兵庫北錦は 18000粒台で他の 品種 に比べ

て 少なか っ た 。 登熟歩合は オオセ トの 92．4％が最 も高 く，六 甲錦，灘錦，兵庫北錦 は80％台で あ っ た 。

こ れに対 し山田錦は73．3％と低 く，
さ ら に オ オ セ トM は 63．3％で最 も低か っ た 。 1000粒重 は六甲錦の

30．Og か らオ オセ トM の 20．9g の範囲にあ り， 灘錦 は 23．8g で オオセ トM に次い で軽か っ た 。   当 り

収量 は灘錦 の 495　g が最高で
， 山田錦 と六甲錦は460g 台，オオセ トと兵庫北錦は440　g 台，オ オ セ ト

M は370g で最低で あ っ た 。

3．品質

　第 2 表に玄米の 蛋白質含有率を示 した 。 蛋 白質含有率は多肥 区，標肥区 ， 有機肥 区 ， 学区内の 順 に

高か っ た。品種別 にみる と
，

い ずれ の 栽培条件で もオオセ トM の 蛋 白質含有率が最 も高 く， 由田錦は

学区内を除 い て常に低か っ た 。 また，オオセ トと灘錦 は山田錦に次い で低 く，六 甲錦 と兵庫北錦 はそ

れらよ りやや高か っ た 。

　第 3 表に心 白粒発現率と心白率を示 した 。 大か ら小 まで の 大 きさを含めた心白粒発現率 は ， 山田錦

の 84．4％が最 も高 く，オオセ トとオオセ トM は20％台で最 も低か っ た 。 六 甲錦 と兵庫北錦 も山田錦 に

近 い 82％前後の発現率であ っ たが，灘錦の 発現率 は59．0％で これ らに比 べ ると低か っ た 。 また
， 心 自

第 1 表　収量および収量関連形質
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第 2表 玄米の蛋白質含有率 第 3表　心 白粒発現率および心 白率
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多肥 ：学外圃場多肥料区，
有機 ：学外圃場有機質肥料区．

率は兵庫北錦と山田錦が46％前後で 高 く， オオ セ トとオ オセ トM が 10％台で低か っ た 。

考　　察

　酒造用 原料米に対する育種は，普通米 に比べ て かな り遅れて い る 。 こ の 大 きな原 因は，酒造用原料

米に要求され る特性の多 くが栽培上の劣悪形質と連鎖 して い る こ とにある。 すな わ ち，望 ま しい 酒造

適性を持つ もの を選抜しよ うとすれば
， 他の 農業形質が劣悪化する場合が多い

。

　良質酒米の 条件 として は，心 白粒の 発現が良い こ と，蛋 白質含有率が低い こ と，1000粒重が重 い こ

と等が あげ られ る 。 心 白粒に関 して は
， さらにその多少ばか りで な く大小 も重視され る 。 すなわち，

心 白は精米効率や精麹工 程に強 く影響する の で
， 心 白の 容積が米粒内に占める大 きさ も考慮する必要

がある 。 この ため心白粒の 発現率の他 に ， その 大小 を加味 した心白率 も問題 とされ る。
こ れ らを総合

して佐村
12）

は，玄米の 蛋白質含有率が8．5％以内 ， 心 白粒発現率が90％以上，心白率が50〜60％の も

のが酒米として望ましい として い る 。 心白粒 ， 蛋白質含有率 ，
1000粒重等の 形質は ， それぞれ密接 に

関係 して い る 。 す なわ ち，粒が 大きい ほ ど心 白粒 の発現が多 く
4 ・8 ）

，蛋白質含有率 と1000粒 重との

間に は負の 相関が認め られ て い る
1 ・5 ・7 ）

。 さらに蛋 白質含有率 は 出穂期
2 ・5 ・7 ）

， 稈長
2 ・5 ＞

お よ び

収量
1 ・5 ・ア〉 との 問に もそれぞれ負の 相関が認め られて い る 。 こ の ため

，
上述の 形質を重視 して育種

を進めると晩生化 し ， 長稈にな りやすい
。

　こ の ように酒造適性と農業形質とが ともにすぐれた 品種を育成する こ とは極め て 難 しく， そ の意味

か ら現在の 主要な酒造用原料米品種の 栽培特性は まだ十分とは言い 難い
。

一
方，栽培的にみ て も酒造

用原料米をそ の 酒造適性を生か しつ つ 安定的に生産して い くことは必ず しも容易で はない 。 つ ま り，

多収 をねら っ た栽培法で は酒造適性が落ち，酒造適性を高く維持 しようとすれば多 くの 場合多収は得

られ ない 。
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　こ の ような背景の 中で
， 本研究は香川県にお ける酒造用原料米の 安定生 産に関す る基礎的知見を得

る 目的で実施 した 。 すなわち ， 酒造適性の 向上 と多収を同時に実現するための 栽培法の確立 と品種育

成 に際 し て の基礎資料 を得る ため に実験を行 っ た 。本報で は，香川県の 奨励品種 に採用 されて い るオ

オセ トを含 めた計 6 品種を供試 して，そ の 生 育，収量お よび品質を比較 し，香川県で の栽培 と育種へ

の利用可能性 を検討 した 。

　穂揃期 は兵庫北錦の 8 月 16日が最 も早 く，山田錦の 9月 2 日が最 も晩か っ た 。 これ を香川県の 奨励

品種に当て はめ る と
， 兵庫北錦はキヌ ヒカ リ並の早生種で ，山田錦は コ トミノ リ並の 晩生種 と判断 さ

れ る 。 草丈は オ オ セ トM が最 も低 く，
オオセ トもオオセ トM に次い で低か っ たが，他の品種では早生

種ほ ど草丈が 低か っ た 。 特 に
， 山田錦の 成熟期に お ける稈長 ＋ 穂長は120cm を越 し，栽培条件に よ っ

て は倒伏の 可能性が示唆 された 。

　収量的には灘錦が 最 も多収であ っ た 。 これ は，灘錦は1000粒重が軽い もの の総籾数が多く， その 割

に 登熟歩合が低下 しなか っ たため で あ っ た。灘錦 の 登熟歩合が低下 しなか っ た の は
， 穂揃期後 も葉色

がほ とん ど低下せず，旺盛な乾物生 産が持続 したため と考えられ る。 葉色 は光合成能力に関係するこ

とが知 られて い る
6 ・9111 ）

が，これ らよ りみ て，灘錦は登熟期も光合成能力が高 く維持され ， 生産 さ

れた炭水化物が多量に子実に移行する特性を備えた品種と推察され る 。 しか し，酒造用原料米 として

は収量 よ りもむ しろ品質が 重要視され る 。 この 点，灘錦は 1000粒重が比較的軽 く，心 白粒の 発現 もそ

れほ ど多 くはなか っ た 。 すなわ ち，灘錦 は比較的粒が小 さ い ため に心 白粒の 発現が 劣る
4 ・8 ）と考え

られる 、 したが っ て
， 灘錦はそ の 収量性を生か した うえで ，こ れ に品質の す ぐれた他品種 を交配 し，

多収 と品質の 向上 をはか る の が得策と考えられ る 。

　山田錦は蛋白質含有率が低 く，心白粒の 発現率も良い こ とか ら，品質面で は最もす ぐれて い る と判

断された 。 収量的に も山田錦は灘錦に次ぐ高収を示し，オオ セ トの 収量を 5 ％以上上回 っ た 。 しか し，

草丈が高 く倒伏の 可能性が あ り，栽培的に は必ず しも作 り易い 品種 とは言えな い
。 したが っ て，施肥

量を控 える等 して倒伏を避ける栽培法を心が ける必要が あ り，この 点を克服で きれば山田錦の 本県へ

の 導入は可能と思 われ る 。 た だ
， 施肥量 を極端に減らせば多収は得 られない 。こ の ため，施肥量を抑

え倒伏を回避 しつ つ 多収を目指す栽培法の確立が 必要で ある 。

　兵庫北錦と六甲錦は，心 自粒の 発現率が 山［H錦並に高 く，1000粒重 も重か っ た 。 しか し ， 蛋白質含

有率は灘錦お よび オオセ トよ りも高い 傾向にあ っ た。 また，穂数と総籾数が少 なく，1000粒重 と登熟

歩合が高い 割に収量は低い 水準にとどま っ た。 兵庫北錦の 低収原因は ，穂数 と穂揃期 まで の 乾物生 産

量が少な い こ とにある と考えられ る。 すなわち ， 兵庫北錦は早生種であ り， 穂揃期 まで の栄養生長期

間が短い ために茎葉中に蓄積 される炭水化物の量が少な く，登熟期に お ける子実へ の 炭水化物の 転流

が ほ とん どみ られなか っ た。 また，総籾数は供試 品種中最 も少なか っ た 。 これが兵庫北錦の 低収に つ

なが っ た と推察される 。

一一方 ， 六甲錦は穂揃期か らの葉色 の低下が大 きく， 登熟期の 光合成能力の 低

下が激 しい とみ られる 。 こ の ため，登熟期の乾物生産量が不足 し，多収が得 られ なか っ た と考えられ
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る 。 したが っ て
， 兵庫北錦と六 甲錦は収量面で は灘錦に 及ばず ， 品質面では山田錦 よ り劣 るため，こ

れ らの 品種を直接本県に導入する に は不適 と判断された 。

　オオセ トM は短稈で倒伏 し難い ，米粒が円粒 に近 く精米歩合が 高くなる，原品種 オオセ トの 特性の

多 くを継承 して い る等の 点で有望で は な い か と考えられたが
， 収量お よび品質の 両面で既存の品種 よ

り劣る こ とが 明らか となっ た。すなわち，オオセ トM の 檍数と総籾数 は供試品種の 平均並かそ れ以上

で あ っ たが，1000粒重 と登熟歩合が極端 に低 く， 多収は得られなか っ た 。 上島
3 ）は， 矮性稲の 低収

原因 として 収量構成要素の うちい ずれ かが劣る こ とをあげて い るが，オオセ トM も1000粒重と登熟歩

合の 低下が低収に つ なが っ た と考えられる 。 さらにオオセ トM の 登熟歩合の 低下は，短稈で あるため

に乾物生産量 が増加せ ず，籾数に見合 うだけの 炭水化物を確保で きなか っ たこ とが原因 と思われ る。

また
，

オオセ トM は小粒で あるた め に蛋 白質含有率が供試品種中最 も高 く
1 ・5 ・7 ）

，心白粒の 発現率

も低か っ た
4 ・8 ）

。 したが っ て ，オオ セ トM をこ の まま酒造用原料米として 栽培する こ とは無理であ り，

今後 はその優点 （短稈 ・円粒）を生か した酒米用育種母材 としての活用を考えて い くべ きで あろ う。

　栽培条件 との 関係に つ い てみ る と
， 窒素施用量の 減少に伴 っ て蛋白質含有率 は低下 した。すなわち ，

窒素施用量 を減らす こ とで 蛋白質含有率 を低 く抑えることは可能 とみ られたが ， 先 に も述べ たよ うに

極端な少肥条件で は多収は得られない 。 こ の ため
， 施肥量以 外の 条件によ っ て 増収 をはか らな い 限 り，

多収 と酒造適性の 向上 は同時に実現 されない と思われ る 。 したが っ て
， 今後は移植時期や栽植密度等

の栽培条件をか えた場合の 収量や品質につ い て の 詳細な検討が必要で ある 。

　以上 よ り，香川県へ の 酒米品種導入に適 した品種は山田錦と判断された 。 しか し，栽培条件に よ っ

て は倒伏の 恐れが あるため ，適切な栽培法の確立が必要で ある。一方 ， 育種素材の 点か らは灘錦が注

目される 。 今後は灘錦の 1000粒重 を 2 割程度重 くする こ とを目標に，短稈大粒種 との 交配 等を考えて

行 くべ きで あ り，この ために もさらに多 くの 育種素材の 集積が必要で ある 。

摘　　要

　香川県へ の酒米品種の導入並 びに育種素材の 選抜に つ い て の 基礎的知見 を得 る 目的 で 試験 を行 っ

た 。

1．穂揃期は
， 兵庫北錦 の 8 月16日から山田錦の 9月 2 日の間に分布 した 。 穂揃期の草丈は ， 山田錦

　の 120．7cmが 最 も高 く，オ オ セ トM の 90．3cmが最も低か っ た 。 最高茎数は灘錦が最 も多く，兵庫北

　錦が最 も少なか っ たが ，有効茎歩合は兵庫北錦が最 も高 く，灘錦が最 も低か っ た 。

2 ．乾物重 は，灘錦と兵庫北錦が穂揃期以降も停滞する こ とな く増加 したが，他の 品種は緩慢 とな っ

　た 。 また，灘錦と兵庫北錦は，穂揃期以降の 茎葉重がほ とん ど減少 しなか っ た 。

3 ．葉色は，灘錦と兵庫北錦が成熟期まで高 く維持されたが ， 他の 品種は穂揃期後急激に低下 した 。

4 ．収量は灘錦が最 も多く，
オオセ トM が最 も少なか っ た 。 山田錦は灘錦に次い で多か っ た 。

5．蛋白質含有率は山田錦が最 も低 く，オオセ トM が最 も高か っ た 。 心白粒 の 発現率は 山田錦が最も
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高 く， オオ セ トとオ オセ トM が最 も低か っ た 。 六 甲錦 と兵庫北錦は収量 と品質の 両面で 山田錦よ り

劣 り， 灘錦も品質面で 山田錦 より劣 っ た 。

6　以上 よ り， 酒米品種の 導入 には山田錦が ， 育種素材 と して は灘錦が有望 と考えられた 。

謝辞 ：高松市川部町 の 畠山　清氏に は，圃場 を拝借 した うえ 日常 の 管理に つ い て多大 な協力 をい た

　　　だ い た
。 また，化学成分の 分析は香川県農業試験場に依頼 した 。 各位に対し，心か ら御礼 申

　　　し上げる。
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